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主な内容

　新緑と爽やかな風が心地よい 5月、小川デイサービス利用者の皆さんは、身体を動かし、
心を踊らせながら午後のレクリエーションを楽しみました。

気になる

ボールの行
方は…

みんなで作る
七夕飾り
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生
活
支
援
相
談
員
は
震
災
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
構
築
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、「
地
域
支
え

あ
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

①　

小
本
地
区　

新
規
２
か
所

（
２
） 

生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
訪
問
活
動
（
東
日
本
大

震
災
）

　

①　

森
の
越
町
営
住
宅
、
小
本
町
営
住
宅

　

②　

在
宅
被
災
者
世
帯

２　

 

相
談
事
業
の
充
実
と
住
民
生
活
支
援
事
業
の
実
施

（
１
） 

岩
泉
町
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営

　

①　

 

開
設
日
…
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で

　

②　

心
配
ご
と
相
談
員
ケ
ー
ス
研
究
会

　

③　

関
係
機
関
、
弁
護
士
等
と
の
連
携

（
２
）
総
合
相
談
会
の
開
催
（
法
律
相
談
、
福
祉
相
談
）

　

①　

出
張
相
談
会
（
２
回
）

　
　
　

町
民
会
館
…
５
月
、
９
月

（
３
）
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

生
活
困
窮
世
帯
等
の
経
済
的
自
立
と
安
定
し
た
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

①　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
（
県
社
協
委
託
）

　

②　

た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

（
４
）
見
舞
金
等
給
付
事
業
の
実
施

　

①　

火
災
見
舞
金
の
給
付

　

②　

歳
末
義
援
金
の
給
付

（
５
）
貸
し
出
し
事
業
の
実
施

　

①　

視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し

少
時
代
へ
入
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
歩
ん
で
き
た
高
齢

者
へ
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
利
用
者
に
笑
顔
を
届
け
安
心
と

や
さ
し
さ
、
あ
ふ
れ
る
、
あ
っ
た
か
介
護
を
目
指
し
ま
す
。

（
障
が
い
者
支
援
理
念
）

　
「
お
互
い
に
思
い
や
り
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
す

る
支
援
の
輪
」

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
考
え
、
可
能
性
を
伸
ば
す
お
手

伝
い
を
す
る
た
め
に
、利
用
者
に
常
に
思
い
や
り
を
も
ち
、

信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
、
社
会
と
の
懸
け
橋
に
な
る

施
設
を
目
指
し
ま
す
。

重
点
施
策

１　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
の
実
施

２　

相
談
事
業
の
充
実
と
住
民
生
活
支
援
事
業
の
実
施

３　

福
祉
啓
発
活
動
の
実
施
と
社
会
福
祉
従
事
者
の
育
成

４　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
職
員
の
資
質
向
上

５　

福
祉
団
体
等
事
務
局
の
運
営

事
業
実
施
内
容

１　

 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
の
実
施

（
１
）  

暮
ら
し
安
心
・
地
域
支
え
合
い
推
進
事
業

　

世
界
中
で
ま
ん
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
。
町
社
協
で
も
事
業
の
中
止
、
各
福
祉
団
体
の
理
事

会
や
総
会
の
中
止
、
延
期
な
ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
は
、
５
月
に
解
除

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み

は
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
基
本
理
念
）

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
な
か
で
最
後
ま
で
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
を
目
指
し
、
地
域
の
心
配
ご
と
を
み
ん
な
の
問
題

と
し
て
一
緒
に
解
決
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

　

当
会
に
お
い
て
は
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

地
域
力
を
高
め
福
祉
が
地
域
を
変
え
て
い
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
に
は
住
民
一
人

ひ
と
り
の
力
が
必
要
で
す
。

（
介
護
理
念
）

「
や
さ
し
さ
、
あ
ふ
れ
る
、
あ
っ
た
か
介
護
」

　

新
た
な
時
代
は
少
子
化
と
高
齢
化
と
と
も
に
、
人
口
減

岩
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
２
年
度 
事
業
計
画
・
予
算

「
お
互
い
に
支
え
合
う
や
さ
し
い

「
お
互
い
に
支
え
合
う
や
さ
し
い

  
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
」

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
」
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昭和 51 年に創刊、
町の福祉を 44 年間届けている社協だより

　

②　

福
祉
用
具
（
車
椅
子
）
の
貸
し
出
し

（
６
）
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
の
実
施
（
11
月
）

日
頃
の
在
宅
介
護
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と
を
目
的
に

日
帰
り
温
泉
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

（
７
）
岩
泉
町
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

①　

関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
・
協
働

（
８
）
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施
（
県
社
協
委
託
）

（
９
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
へ
の
協
力

３　

福
祉
啓
発
活
動
の
実
施
と
社
会
福
祉
従
事
者
の
育
成

（
１
）
広
報
・
宣
伝
活
動
の
充
実

　

①
「
い
わ
い
ず
み
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行
（
年
４
回
）

　

②　

い
わ
い
ず
み
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

③　

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
の
活
用

（
４
）
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
運
営

高
齢
者
等
の
介
護
予
防
や
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

の
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

①　
「
あ
づ
ま
り
っ
こ
」
岩
泉　

毎
週
木
・
金
曜
日

　

②　
「
ま
る
き
や
」
小
川　

毎
週
火
曜
日

　

③　
「
ゆ
き
ひ
ら
」
大
川　

毎
週
水
曜
日

　

④　
「
お
ん
こ
」
安
家　

毎
週
火
曜
日

　

⑤　
「
国
見
か
だ
っ
て
の
会
」
小
川　

毎
月
２
回

　

⑥　

 （
仮
称
）「
大
牛
内
サ
ロ
ン
」
小
本　

毎
週
日
曜
日

（
予
定
）

　

⑦　

 （
仮
称
）「
名
目
入
サ
ロ
ン
」小
川　

毎
月
２
回（
予

定
）

　

⑧　

 （
仮
称
）「
小
本
サ
ロ
ン
」
小
本　

毎
週
１
回
（
予

定
）

　

⑨　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
運
営
会
議

（
２
）
福
祉
啓
発
事
業
の
実
施

　

①　

第
32
回
岩
泉
町
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

　

②　

第
18
回
岩
泉
町
合
同
金
婚
式
の
開
催

　

③　

 

米
寿
・
白
寿
・
１
０
１
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す

る
敬
老
記
念
品
の
贈
呈

　

④　

 

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
各
学
校
等
の
要

請
に
よ
り
実
施
）

　

⑤　

地
域
座
談
会
の
実
施
（
実
施
地
区
２
か
所
）

（
３
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
住
民
参
加
・
主
体
の
促

進

　

①　

岩
泉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
　
　

 

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相

談
・
登
録
・
斡
旋

　

②　

第
２
回
町
民
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

　

③　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
交
流
会

　

④　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ふたりで歩んだ人生を皆さんで祝福
（第 17 回岩泉町合同金婚式の様子）

昨年立ち上げ、地域住民の交流の場となっている
「国見かだっての会」
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４　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
職
員
の
資
質
向
上

（
１
） 

介
護
保
険
事
業
・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
実
施

　

①　

訪
問
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

②　

訪
問
入
浴
介
護
事
業
（
移
動
入
浴
車
）

　

③　

 

通
所
介
護
事
業
（
ど
ん
ぐ
り
苑
・
小
川
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）

　

④　

 

地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
（
大
川
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）

　

⑤　

居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

（
２
）
生
活
支
援
事
業
の
実
施

　

①　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

②　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
３
）
在
宅
福
祉
事
業
の
実
施

　

①　

 

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
居
住
部
門
事
業
（
ど

ん
ぐ
り
苑
）

小規模ならではのあったか介護が目標
（大川デイサービス）

（
４
）
障
害
者
総
合
支
援
事
業
の
実
施

　

①　

居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

②　

行
動
援
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

③　

日
中
一
時
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

④　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
い
ず
み
の
里
）

　

⑤　

生
活
介
護
事
業
（
い
ず
み
の
里
）

　

⑥　

 

共
同
生
活
援
助
事
業
（
さ
く
ら
ほ
う
む
、
め
い
ぷ

る
ほ
う
む
）

（
５
）
児
童
福
祉
事
業
の
実
施
（
町
委
託
）

　

①　

い
わ
い
ず
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　

②　

お
も
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

（
６
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

（
７
）
職
員
の
資
質
向
上
及
び
安
全
衛
生
管
理

５　

福
祉
施
設
の
管
理
と
福
祉
団
体
等
事
務
局
の
運
営

（
１
）
福
祉
施
設
の
管
理

　

①　

岩
泉
町
ふ
れ
あ
い
交
流
福
祉
館
の
管
理

　

②　

岩
泉
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

　

③　

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
指
定
管
理

（
２
）
福
祉
団
体
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
運
営

　

①　

岩
手
県
共
同
募
金
会
岩
泉
町
共
同
募
金
委
員
会

　

②　

岩
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

③　

岩
泉
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

④　

岩
泉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

⑤　

岩
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
岩
泉
支
部

　

⑥　

岩
泉
町
合
同
金
婚
式
実
行
委
員
会

６　

会
議
の
開
催
と
財
源
の
確
保

（
１
）
正
副
会
長
会
議
の
開
催
（
年
４
回
）

（
２
）
理
事
会
の
開
催
（
年
４
回
）

（
３
）
監
事
会
の
開
催
（
年
４
回
）

（
４
）
評
議
員
会
の
開
催
（
年
３
回
）

（
５
）
各
種
委
員
会
の
開
催

　

①　

調
査
・
広
報
委
員
会
の
開
催
（
年
４
回
）

　

②　

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
の
開
催
（
年
２
回
）

（
６
）
住
民
会
費
の
増
強

（
７
）
補
助
・
委
託
金
の
確
保

（
８
）
共
同
募
金
配
分
金
の
増
強

（
９
）
基
金
の
造
成

外部講師を招き職員の資質向上を図る
（ふれあい交流福祉館）
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支出
302,304 千円

令和 2年度 岩泉社会福祉協議会 予算の使いみち

収入
302,304 千円

運営費
（人件費含む）

71.2％

介護保険
事業
52.8％

事業費
15.9％

障害福祉
サービス
20.5％

受託金
15.2％

補助金
7.4％

その他
4.3％

その他
3.0％

事務費
8.0％

助成金
0.6％

会費
1.1％

【取り組み】「手作りマスクを皆さんへ届けたい」
　4月から町社協いずみの里では、手作りマスクの製作・販売を
始めました。
　これは町内企業から製作の要望を受けて始めたものですが、い
ずみの里も新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止から取引先
や作業量の減少が続き、利用者への工賃にも影響が出ています。
　マスク製作にはクラフト科の利用者、職員の 4名で行っている
ため大量生産は難しいですが、マスクには鼻あてを設け、着け心
地にもこだわりました。「自慢のマスクを皆さんへ届けたい」と
1枚 1枚丁寧に作っています。
　皆さん、いずみの里自慢のマスクを試してみませんか。
●内容　サイズ縦10㎝×横12.5㎝　綿素材（無地と柄物の2種類）　
●価格　1枚 200 円から
問合せ先　いずみの里　TEL 31-1234

令和 2年度社協会費ご協力のお願いについて
　岩泉町社会福祉協議会では、お互いに支え合うやさしいまちづくりの実現にむけて各種地域福祉事業
を実施しています。
　その事業を推進するにあたり、公的機関（県・町など）からの補助金や委託金、共同募金配分金など
の様々な財源を活用しています。町民の皆さんから納めていただいている「社協会費」もそのうちの一
つとなっています。
　地域福祉の向上を図るため、事業活動にご賛同いただき、社協会費の納入にご理解ご協力いただきま
すようお願い申し上げます。
１　会費　　　○ 一般会員 1,000 円　　○ 団体会員等　3,000 円　　○ 特別会員　10,000 円
２　依頼時期　 7 月下旬から各地区の行政連絡員の方を通じて町民の皆さんへ社協会費のお願いをする予

定です。
　令和元年度は 3,319 世帯から 3,319,000 円のご協力をいただきました。
　皆さんのご協力に感謝します。

町の福祉
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令和2年度 事業所職員紹介令和2年度 事業所職員紹介
　町民の皆さんからより身近で親しまれる社協を目指し、職員一丸で地域福祉のために努めます。

いわいずみ・おもと放課後児童クラブ菊地辰美 新事務局長（前列中央）

訪問介護・訪問入浴介護事業所（ヘルパー）

小川通所介護事業所（小川デイサービス）

生活介護・就労継続支援 B型事業所（いずみの里）
共同生活援助事業所（さくらほうむ）

居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）

岩泉通所介護事業所（どんぐり苑）

大川通所介護事業所（大川デイサービス）

地域福祉課
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いわいずみ

いわいずみ社協からのお知らせ

このページに関するお問い合わせは
町社会福祉協議会まで

TEL.22-3400 FAX.31-1033

information町の福祉
マークの見方

情報 助成・支援 イベント

福祉 ボランティア その他

　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業により生活資金が必要な皆さんへ

生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付のご案内
◆本資金は貸付金であり、償還が必要となりますが、今回の特例措置では新たに、償還時において、

なお所得の減少が続く住民税非課税世帯については償還免除の特例が設けられています。
貸付内容
●　貸付対象　　 新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維

持のための貸付を必要とする世帯。
●　貸付限度額　 一世帯につき 20 万円以内（ただし以下の①から⑥までのいずれかに該当する場合に限る。該

当しない場合の貸付限度額は 10 万円以内）
　　　　　　　①　世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者等がいる場合
　　　　　　　②　世帯員に要介護者がいる場合
　　　　　　　③　4人以上の世帯である場合
　　　　　　　④　世帯員に以下に該当する子の世話を行うことが必要となった労働者がいる場合
　　　　　　　　○　新型コロナウイルス感染症の拡大防止策として臨時休業した小学校等に通う子
　　　　　　　　○　風邪症状など新型コロナウイルスに感染したおそれのある、小学校等に通う子
　　　　　　　⑤　世帯員の中に個人事業主等がいること等のため、収入減少により要する費用が不足する場合
　　　　　　　⑥　上記以外で休業等による収入の減少等で生活費用の貸付が必要な場合
●　据置期間　　貸付の日から 1年以内
●　償還期間　　据置期間終了後 2年以内
●　貸付利子　　無利子　*償還期限後は延滞利子が生じます
申込みに必要なもの
○　本人確認書類（住民票、健康保険証、運転免許証等）
○　印鑑　　○　申込者の預金通帳またはキャッシュカード
○　新型コロナウイルス感染症の影響で減収したことが確認できる書類（給与明細、通帳等）
貸付金の交付方法
○　借入申込者が指定する金融機関に送金します。
受付窓口・受付時間
岩泉町社会福祉協議会　〒 027-0501　岩泉町岩泉字森の越 4-14
　　　　　　　　　　　TEL：31-1065　午前 9時～午後 4時（土日祝日を除く）
<実施主体>社会福祉法人岩手県社会福祉協議会
<問合せ先>〒 020-0831 盛岡市三本柳 8-1-3 ふれあいランド岩手内　TEL：019-637-4496

町社協臨時職員を募集します
　私たちと一緒に働いてみませんか、未経験者も大歓迎です。
１　募集職種
　　⑴　 介護員　2名（年齢、男女不問　看護師、介護福祉士、介護職員初任者
　　　　研修修了者等の資格があれば尚可、登録ヘルパー制度もあります。）
　　⑵　介護支援専門員　1名（年齢、男女不問）
２　給与・勤務条件等　本会規程によります
３　勤務先　ふれあい交流福祉館、どんぐり苑、小川デイサービス、
　　　　　　大川デイサービス
４　選考方法等　書類審査・面接により決定します
【問合せ先】　地域福祉課　TEL 22-3400

未経験者歓迎！
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ご寄附ありがとうございました
 寄 附 金 　町の福祉のために活用させていただきます
　　有限会社 山口屋　様（小本）43,114 円
　　馬場　厚生　様（浅内）　　　 5,000 円

 寄附物品 　被災者支援など町の福祉に活用させていただきます
　　みやぎ生活協同組合生活文化部　様（宮城県）
　　　 サロン用クラフトキット他
　　匿名　様（岩泉）手作りマスク （100 枚）
　　三上　良子　様（ 津田）手作りマスク （10 枚）
　　佐々木　キヨ　様（ 津田）手作りマスク （10 枚）

編集・発行
社会福祉法人 岩泉町社会福祉協議会

〒 027-0501　岩泉町岩泉字森の越 4番地 14（ふれあい交流福祉館内）

TEL　0194-22-3400　FAX　0194-31-1033
居宅介護支援（ケアマネジャー） TEL 22-2431
訪問介護（ヘルパー）、訪問入浴 TEL 22-3318
岩泉通所（どんぐり苑）　 TEL 22-5632
小川通所（いきいきホームこがわ） TEL 39-1015
大川通所（サンパワーおおかわ） TEL 26-2007
いずみの里　　　　　　 TEL 31-1234
さくらほうむ　　　　　 TEL 22-2221
いわいずみ放課後児童クラブ　 TEL 22-2860
おもと放課後児童クラブ　　 TEL 28-2777
心配ごと相談所　　　　　 TEL 31-1065
URL　　iwaizumi-shakyo.or.jp
E-mail　info@iwaizumi-shakyo.or.jp

　【お詫びと訂正】
　令和 2年 3月 15 日発行「いわいずみ社協だより№ 107
号」のP3にて、令和元年度赤い羽根共同募金（法人募金）
企業名の表記に誤りがありました。お詫びして訂正しま
す。
　（誤）岩泉純朴家具
　（正）岩泉純木家具

月　日 行事名

6 月 19 日（金） 町社協評議員会

8月 20 日（木） 町社協監事会

9月 10 日（木） 町社協正副会長会議

9月 13 日（日） 総合相談会（町民会館）

※日程が変更になる場合があります

い わ い ず み 福 祉 カ レ ン ダ ー

ありがとうありがとう

第 2回町民福祉まつりの中止について
　7月 11 日（土）岩泉うれいら商店街で開催を
予定していた「第 2回町民福祉まつり」は、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため今年
度は中止となります。
　来年の開催をお楽しみください。

昨年度の福祉まつりの様子

大切に活用します
心のこもった手作りマスク


